
 
 
 
 
 

学校適正配置への取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島県神石郡 
神石高原町教育委員会 

 
 
 
 











 

５ 

ヒアリング資料 
 

○ 学校の適正配置について検討することとなった背景，検討経緯 
（背 景） 
・ 児童，生徒数の減少による教育効果の低下 
・ 道路改良，スクールバス等の交通環境の改善 
・ 耐震構造化の促進 
・ 財政の硬直化 
・ 町村合併による旧町村の一体化 
・ 学校の効率的な運営 

 
（検討経緯） 
・ 行政，議会，教育委員会，住民，学校，ＰＴＡ等の学校再編等検討委員会

を設置 
・ 教育委員会で基本方針を策定 
・ 議会対策 

 
 
 
 

○ 適正配置を進めていくための基本的な方針の内容 
・ 適正規模の児童，生徒数の確保 
・ 複式学級の解消 
・ 通学手段の確保 
・ 学習環境の整備 
・ 特色ある学校づくりや児童生徒の一体感の形成 

  
 
 
 

○ 学校規模，通学等，適正配置を進める基準の内容とその算定方法，考え方

・ 複数学級の確保は困難であり，単式学級を確保する。 
・ 1 時間以内の通学時間の設定 

 
 
 



６ 

○ 統合を具体的に進めた際の課題や特に留意したこと 
・ スクールバスの補助（交付）対象は１０名以上の利用規定があり，送迎ル

ートの設定を行なうが，乗車児童生徒の乗車定数確保のため，広範囲の走

行となり，通学時間の増大に繋がっている。 
・ バス乗り入れが困難な地域には，単独でタクシー運行を実施 
・ 小学校４ｋｍ，中学校６ｋｍ未満について，原則徒歩，自転車通学を指定

しているが，冬季の積雪や凍結，夜間の安全確保のため条件緩和への要望

が強い。 
 ・ 学校統合先の課題（合併後も旧町村の壁が厚い。） 
 

 
 
 

○ 統合したことによる具体的な教育効果と課題 
（効 果） 
・ 複数クラスであれば，人間関係上配慮したクラス編成ができやすい。 
・ クラブ活動が多種目，大人数で活動できる。モチベーションの高まり。 
・ 学校経営方針の刷新により，学校の活発化が見られる。 
・ スクールバス通学による安全確保 
 

（課 題） 
・ スクールバス通学生は，決められた時間に下校となり，放課後の活動が困

難。また，早朝練習も仕組むことが出来ず，学校の近くの生徒のみ自主練

習となっている。 
・ 生徒数が多くなり，細やかな指導が徹底しにくい。 
・ 中学校における特定教科に対し，少人数授業（３０名以上の学級）のため

非常勤講師の配置制度があるが確保が困難な状況 
・ 体力の低下 

 ・ 地域と学校の関わり 
 
 
○ 統合による財政面への影響 
・ 財政の硬直化（経常経費や公債比率など） 
・ 交付税措置による一般財源化 
・ 統合学校建設等の整備費 

 



７ 

○ 統合後の校舎の跡地利用 
・ 跡地利用については住民意見を聴取し対応 

（跡地利用） 
・ 福祉法人（グループホーム，託児所，放課後児童クラブ等） 
・ 学校法人（私立高校〔不登校生徒対応〕， 
・ 町管理（研修施設，資料館，社会教育施設等） 

 
 
 
 

○その他，学校の適正配置を進めるに当って特に留意した事項 
・ 保護者，住民への徹底した説明（多い地域では５０回にも及ぶ） 
・ 安心して通学できる交通手段の確保 
・ 統合学校教育方針の明確化 
・ 統合関係校相互の交流 

 
 




